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いじめ発生時の学校の対処イメージ 
 
組織的ないじめ対応イメージ 
 
●随時、指導・支援体制に修正を加え、校長及び校内のいじめに対応する「組織」でより適
切に対応する。 

 
●常に状況把握に努める。 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

いじめ情報 

① 情報を集める 

●教職員、児童生徒、保護者、その他から「組織」に情報を

集める。 

・いじめを発見した場合は、その場でその行為を止める。 

④－Ａ 子どもへの指導・支援を行う 

●いじめを受けた児童生徒のへ支援 

●いじめを行った児童生徒への指導 

●いじめが起きた集団への指導 

④－Ｂ 保護者と連携する 

●関係児童生徒の保護者（加害、被害とも）への助言・支援 

③ 指導・支援体制を組む 

●「組織」で指導・支援体制を組む。 

②教育委員会へ報告・相談 

●教育委員会は、学校に対し

指導・支援を行う 

補足資料 
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重大事態への対処イメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学 校 

教育委員会教育長 

●重大事態の発生を報告 

 
市 長 

●調査の主体を判断 

【学校が調査主体の場合】 

学校のいじめ防止のための組織 

 

調 査 の 実 施 
 

【教育委員会主体が調査主体の場合】 

益田市いじめ問題対策委員会 

 

・重大事態への対処及び同種の事態の発生の防止に十分な結果が得られるか 

・学校の教育活動に支障は生じるおそれはないか 

などを踏まえ、調査を行う主体や調査組織を判断する。 

・ 学校の教育活動に支障が生じるおそれがありはしないか 

●事実関係を明確にするための調査の実施 

市長への調査結果の報告 
 

●教育委員会を通じて市長に報告 

市 長 ●重大事態への対処又は同種の事態の発生の防止のため再調査が必要か判断 

●いじめの起こった学校への指導・助言を含めた防止の措置 

【再調査を行う場合】 
益田市いじめ問題調査委員会 

 

●児童生徒及び保護者に対する適切な情報提供 

●再調査結果を踏まえた必要な措置 

●再調査結果を市議会に報告 

重大事態の発生 


